
時間を大切にし、 きまりを守りましょう

　　　　　　　　　　i　ア

友情と信頼の輪
町子ども会夏休み球技大会

“7z．

　8月12日、町子ども会育成連絡協議会主催

による、夏休み球技大会が町総合グラウンド

で開催されました。

　この大会は、町内の子ども会がスポーツを

通じて友情と信頼の輪を広め、楽しく交流す

ることを目的として行われたものです。男子

はソフトボール、女子はミニバレーと．それ

ぞれの種目に常日頃培ったチームワークと技

をいかんなく発揮し、応援に駆け一つけた父兄

の声援をうけ、楽しい一日を過ごしました。
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本
町
の
六
弄
五
歳
以
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齢
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ﾐ
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二
名
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町
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口
の
一
七
・
三
パ
ﾐ

セ
ン
ト
を
占
め
、
全
国
平
均
か
ら
見
ﾐ

急
速
に
高
齢
化
か
進
ん
で
お
り
ま
す
ﾐ

、
更
に
こ
の
比
率
は
高
く
な
る
こ
と
ﾐ

予
想
さ
れ
ま
す
ﾐ

か
な
老
後
づ
く
り
ﾐ

こ
の
よ
う
に
人
口
の
高
齢
化
の
進
む
ﾐ

町
と
し
て
は
、
戦
前
、
戦
後
を
通
し
ﾐ

「
多
年
に
わ
た
り
郷
土
杜
会
の
進
展
ﾐ

尽
さ
れ
た
お
と
し
よ
り
を
深
く
敬
愛
ﾐ

、
健
康
て
安
ら
か
な
生
活
を
保
障
す
ﾐ

」
こ
と
を
福
祉
施
策
の
柱
と
し
て
、
ﾐ

後
も
積
極
的
に
す
す
め
、
隼
に
長
生
ﾐ
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す
る
た
け
て
な
く
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身
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兀
ﾐ
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楽
レ
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暮
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せ
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く
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推
ﾐ
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ﾐ

0歳

ﾈ
上
に
祝
金
ﾐ
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、
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地
点
て
ﾐ

民
館
主
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の
敬
老
会
か
行
わ
れ
ま
す
ﾐ

、
町
て
は
こ
の
日
に
　
八
十
歳
以
し
ﾐ

お
と
し
よ
り
に
祝
全
を
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し
あ
げ
お
ﾐ

い
す
る
こ
と
に
し
て
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ま
す
ﾐ
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敬
訪
問
ﾐ
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下
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ﾐ
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ﾐ
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ﾐ
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ﾐ
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ﾐ
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ﾐ
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ﾐ
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ﾐ

ﾐ
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ﾐ

掛
け
た
人
も
い
ま
し
た
ﾐ
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ﾐ
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ﾐ

種
も
み
に
、
カ
ル
ハ
ー
粉
剤
を
粉
ム
ﾐ
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ﾐ
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ﾐ
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ﾐ
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ﾐ
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ﾐ

こ
れ
ま
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剤
ﾐ
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か
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約
さ
れ
て
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ま
し
た
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ﾐ

ろ
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近
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の
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か
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か
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一
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簡
卑
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水
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ま
き
栽
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つ
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記
事
い
た
し
ま
し
た
か
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か
ま
き
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に
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い
げ
、
の
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し
い
こ
ﾐ

は
農
林
課
へ
お
、
碧
ね
く
た
さ
い
ﾐ

岐
事
業
を
実
施
し
げ
、
い
ま
す
ﾐ

こ
の
保
護
事
業
は
、
居
宅
の
ね
た
き
ﾐ

老
人
を
介
護
し
て
い
る
者
か
、
疾
病
ﾐ

の
理
由
に
よ
り
、
居
宅
に
お
け
る
介
ﾐ

か
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
ﾐ

該
老
人
を
一
時
的
に
特
別
養
護
老
人
ﾐ

ー
ム
（
西
郷
村
の
若
呂
荘
）
て
保
護
ﾐ

る
も
の
て
す
ﾐ

保
護
の
内
国
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
ﾐ

て
す
．
ﾐ保

護
対
象
者
ﾐ

町
内
に
任
所
を
有
す
る
お
お
む
ね
六
ﾐ

カ
歳
以
」
の
総
て
、
身
体
1
又
は
精
ﾐ

」
暑
し
い
矢
陥
力
あ
る
た
め
常
時
介
ﾐ

を
ピ
要
と
す
る
力
　
家
族
の
介
護
を
ﾐ

け
〆
、
い
る
た
め
特
別
養
護
老
人
オ
ー
ﾐ

へ
の
八
曲
の
対
象
と
な
り
な
㌧
者
ﾐ

ろ
ひ
苗
の
発
生
、
或
い
ﾐ

除
草
対
策
な
と
欠
占
か
ﾐ

く
、
今
ま
で
に
成
功
し
ﾐ

人
は
い
な
い
よ
う
て
す
。
ﾐ

近
、
こ
れ
ら
の
欠
戸
を
ﾐ

り
除
く
新
し
い
技
術
か
ﾐ

・
」
し
ま
し
た
。
ﾐ

出
中
さ
ん
は
、
日
向
農
ﾐ

改
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並
日
及
所
の
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導
を
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．
’
又
け
、
し
か
ま
き
栽
塩
に
ﾐ

要
な
農
機
具
も
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入
さ
ﾐ

、
新
し
い
方
法
て
し
か
ﾐ

き
栽
㌔
に
執
心
に
取
り
ﾐ

ん
で
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ま
す
ﾐ

そ
れ
て
は
、
そ
の
技
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ﾐ
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て
紹
介
し
ま
す
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苗の発育状況を調べる田中さんﾐ

『でｷかﾐ存ﾐ
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、
り
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一
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な
ﾐ
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の
家
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の
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の
画
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を
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た
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次
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り
、
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り
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人
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期
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の
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ﾐ
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介
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い
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ﾐ
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や
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廿
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な
い
ﾐ

⊥
田
こ
レ
ひ
り
、
家
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に
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て
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一
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ﾐ
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々
一
介
護
げ
・
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、
な
い
た
め
ﾐ

保
、
践
す
る
妃
要
か
あ
る
場
合
ﾐ

保
護
の
期
間
ﾐ

的
ﾐ

保
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の
期
間
は
七
日
U
内
　
た
た
し
ﾐ

む
を
得
な
い
理
由
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あ
る
場
合
は
］
ﾐ

月
U
内
を
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と
し
延
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す
る
こ
と
ﾐ
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、
き
ま
丁
ﾐ

利
用
者
負
担
額
ﾐ

n
目
の
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額
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次
の
と
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ﾐ
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（
一
人
の
場
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）
ﾐ
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…
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荏
阪
想
出
励
ﾐ
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ﾐ

押
な
し
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、土

ｱ
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ﾐ
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い
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・
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護
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申
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ﾐ

　
　
役
場
任
民
課
福
祉
係
へ
ﾐ
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会をﾐ

神薄弱者愛護月間ﾐ

瓦
月
一
日
か
ら
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一
日
ま
て
は
、
精
ﾐ

薄
弱
者
夏
護
月
間
て
す
　
人
－
年
て
二
ﾐ

一
回
を
迎
え
ま
す
か
、
　
「
と
も
に
明
ﾐ

い
社
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を
一
か
今
年
の
ス
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ー
カ
ノ
ﾐ

す
ﾐ

こ
の
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間
の
［
B
的
は
、
　
、
知
日
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お
く
ﾐ

　
の
人
を
正
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く
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解
二
、
い
た
た
ﾐ

と
同
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に
、
　
暮
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お
く
赴
　
の
人
ﾐ

社
会
荒
を
促
追
し
・
ま
た
㌧
叢
ﾐ

る
気
連
を
盛
り
一
け
よ
っ
と
す
る
も
ﾐ

て
す
ﾐ

今
日
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
　
多
ﾐ

の
　
知
由
u
お
く
赴
　
の
人
力
生
活
し
ﾐ

い
ま
す
つ
　
こ
の
人
た
ち
か
人
と
し
ﾐ

尊
は
れ
　
最
適
な
羽
軸
環
境
を
保
甜
ﾐ

れ
る
二
と
か
最
も
基
本
的
な
こ
と
て
ﾐ

ﾐ　
知
由
」
お
ぐ
声
　
　
の
人
に
対
一
）
て
」
一
ﾐ

さ
し
く
見
ヨ
り
、
ﾐ

㎡
㌔
接
し
ま
し
ノ
ﾐ

ま
し
、
温
力
い
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災害に

、
つ

備えよ
，

　
ぺ
弓
し
日
に
起
き
た
地
．
辰
は
、
大
谷

の
眼
鏡
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、
病
院
等
に
亀
裂
を
生
じ
さ

せ
る
な
ど
の
被
害
を
与
え
ま
し
た
．

　
牝
付
に
小
野
田
地
区
に
お
い
て
は
、
忙
ハ

同
墓
地
墓
石
の
三
分
の
一
近
く
が
倒
れ

震度階（地震動の強さ）

0…無感、1…微震、II…

軽震、III…弱震、　IV…中震、

V…強震、VI…烈震、1皿…

激震

誰でも感ずるのはII以上、

棚から物が落ちるのはVI。

VI以上になると家屋の倒壊

が起こる．

家
屋
に
つ
い
て
も
屋
根
瓦
が
落
ち
る
な

ど
の
被
害
が
出
ま
し
た
．
．
被
害
金
額
も

公
共
施
設
、
個
人
を
合
わ
せ
る
レ
ニ
r

万
円
に
．
．

　
そ
こ
で
、
防
災
の
日
（
几
月
一
日
　

に
ち
な
ん
で
、
地
震
に
限
ら
ず
、
台
風
、

豪
雨
な
ど
の
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め

の
心
構
え
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

▼
家
族
で
確
認
し
合
う
▲

O
火
の
始
末
を
す
る
人
、
お
年
寄
り
や

子
供
を
連
れ
て
逃
げ
る
人
、
非
常
用
の

持
ち
物
を
持
つ
人
な
ど
の
役
割
分
担
を

決
め
る
．

o
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お
く
．

O
通
学
・
通
勤
路
、
自
動
車
の
中
な
ど

外
出
先
で
地
．
震
に
遭
っ
た
と
き
、
ど
の

し
委
つ
に
対
処
一
〕
た
・
り
い
い
か
亭
　
話
…
一
｝
八
ロ

＜
倒
れ
た
墓
石

醍夢漣
馨
峯
暴

O
心
承
族
か
バ
ラ
バ
ラ
に
な
ド
．
た
と
き
の

連
絡
庁
法
を
決
め
る

　
▼
非
常
用
品
の
確
認
▲

　
災
害
避
難
時
の
生
活
に
備
え
て
、
次

の
よ
う
な
非
常
用
品
を
リ
ユ
財
ク
廿
　

ク
な
ど
に
詰
め
て
用
意
し
て
お
き
ま
し

w
つ
O
懐
中
電
燈
、
ロ
ウ
ソ
ク
、
マ
、
チ
、

固
型
燃
料
　
O
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ

オ
、
電
池
　
O
飲
料
水
O
食
料
品
［
生

山
ン
、
缶
詰
、
食
塩
一
缶
切
り
　
○
下

眉
類
、
タ
オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
、
ふ
ろ
し

き
、
寝
袋
　
O
救
急
医
薬
品
（
砺
薬
、
包

世
巾
な
F
こ

　
こ
の
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
必

要
な
も
の
は
な
い
か
話
し
合
一
．
て
く
だ

さ
い＜

キ
レ
ツ
の
は
い
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
大
谷
眼
鏡
橋

／

〆瀦

　
、
》
　
国

馳　　　　　　　　　、　へい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　，　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　一　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　．　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　卿　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　，　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　o　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　一　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　冒　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　雫　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　一　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　，　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　ロ　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　・　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　．　　，　　　　　　　　　　　　　　　　一　　．　　，　　　　　　　　　　　　　　　■　　9　　層　　　　　　　　　　　　　一　　■　　・　　　　　　　　　　　　o　　－　　　　　　　　　　　9　　9　　一　　　　　　　　　　一　　ロ　　圃　　　　　　　　一　　　ロ　　　一　　　　　　　一　　一　　，　　　　　　雫　　一　　口　　　　，　　■　　9　　　．　　一　　口　　，　　一　　・一　　一　　．口

“
捨
て
な
い
で
”

使
用
済
乾
電
池

　
家
の
ま
わ
り
に
、
使
用
済
の
乾
電
池

は
捨
て
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
か
、

　
現
在
、
家
庭
等
に
お
い
て
使
用
さ
れ

た
乾
．
尾
池
は
、
ご
み
と
し
て
一
般
廃
棄

物
処
理
事
業
の
な
か
で
処
理
さ
れ
て
い

ま
す
．
．
し
か
し
な
が
ら
、
将
来
、
乾
竜

池
の
使
用
量
の
増
大
に
伴
’
．
て
こ
れ
ら

の
乾
電
池
が
廃
車
㎝
さ
れ
た
場
合
、
乾
電

池
に
含
ま
れ
る
水
銀
に
よ
る
環
境
汚
染

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
．
．

　
国
・
県
に
お
い
て
は
関
係
業
界
に
対

し
て
、
乾
電
池
に
用
い
ら
れ
る
水
銀
の

総
使
用
量
の
削
減
、
回
収
箱
を
設
置
す

回収缶を設置

る
な
ど
、
環
境
汚
染
の
防
止
に
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
よ
う
要
請
を
行
っ
て
い

ま
す
、
．

　
本
町
に
お
い
て
も
、
町
内
の
各
小
・

中
学
校
、
役
場
、
農
協
、
電
器
店
等
に

「
使
用
済
乾
電
池
回
収
缶
」
を
設
置
し
、

使
用
済
乾
電
池
を
回
収
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　
一
個
の
乾
電
池
ぐ
ら
い
は
捨
て
て
も

…
…
。
こ
の
少
し
ず
つ
の
積
み
重
ね
が

大
き
な
環
境
汚
染
に
つ
な
が
り
ま
す
、

　
使
用
済
の
乾
電
池
は
、
必
ず
こ
の
回

収
缶
に
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

＜
使
用
済
乾
電
池
は
こ
の
回
収
缶
に
…
…
。

覧

税
あ
れ
こ
れ

生
命
保
険
と
税
金

　
多
く
の
家
庭
で
は
、
病
気
や
交
通
事

故
な
ど
突
然
の
災
難
に
備
え
ノ
、
、
生
命

保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
．

　
と
こ
ろ
で
、
納
税
者
本
人
や
家
族
を

受
取
人
と
す
る
生
命
保
険
や
簡
易
生
命

保
険
の
保
険
料
、
郵
便
年
金
や
生
命
共

済
の
掛
金
な
ど
を
支
払
ド
、
た
場
合
に
は
、

そ
の
年
中
の
支
払
額
に
応
じ
’
、
、
　
一
定

額
が
一
生
命
保
険
料
控
除
一
と
し
’
、
、

そ
の
年
の
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
．
．

　
た
だ
し
、
保
険
期
間
が
五
年
未
満
の

生
命
保
険
契
約
や
生
命
共
済
に
係
る
契

約
で
、
保
険
期
間
満
了
の
日
に
生
存
し

て
い
る
場
合
な
ど
特
定
の
場
合
に
保
険

金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
’
．
て
い
る
、

い
わ
ゆ
る
貯
蓄
保
険
の
保
険
料
は
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
．
．

　
ま
た
、
そ
の
年
に
生
命
保
険
契
約
に

基
づ
い
て
受
け
取
’
．
た
剰
余
金
や
割
戻

金
は
、
支
払
’
．
た
保
険
料
か
ら
差
し
引

く
こ
と
に
な
’
．
て
い
ま
す

　
生
命
保
険
料
控
除
額
及
び
て
r
続
は
次

の
と
お
り
で
す

　
控
除
額

，
　
支
払
・
．
た
保
険
料
の
合
計
額
が
二

　
万
五
千
円
ま
で
の
と
き
↓
そ
の
全
額

　
　
支
払
ド
、
た
保
険
料
の
ム
ロ
計
額
が
二

　
万
煮
干
円
を
超
え
五
万
円
ま
で
の
と

　
き
↓
芝
払
っ
た
保
険
料
の
二
分
の
一

　
プ
ラ
ス
一
万
二
千
・
r
几
百
田
口

　
　
気
払
っ
た
保
険
料
の
合
計
額
が
五

　
与
円
を
超
え
十
万
円
ま
で
の
と
き

　
　
　
↓
支
払
一
・
．
た
保
険
料
の
四
分
の

　
　
　
一
フ
ラ
ス
ニ
々
r
几
f
「
円

四
　
支
払
．
・
．
た
保
険
料
の
合
計
額
が
十

　
万
円
を
超
え
る
と
き
↓
五
万
円

手
続
　
【
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
】

　
　
年
末
調
整
の
際
に
控
除
を
受
け
ま

　
す
の
で
、
　
「
給
与
所
得
者
の
保
険
料

　
控
除
申
告
書
」
に
必
要
事
項
を
記
載

　
し
て
、
年
末
調
整
の
と
き
ま
で
に
勤

　
務
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
．
．

　
【
そ
の
他
の
人
の
場
合
】

　
　
確
定
申
告
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　
し
て
控
除
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

　
す
．
．

　
な
お
、
い
す
れ
の
場
合
に
も
、
支
払

・、

ｽ
保
険
料
が
］
契
約
で
年
間
九
下
円

を
超
え
る
と
き
は
、
保
険
会
社
な
ど
の

発
行
す
る
払
込
証
明
書
を
添
付
又
は
提

．
小
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
．
．

　
生
命
保
険
金
を
受
け
取
っ
た
場
合
に

は
、
生
命
保
険
契
約
の
保
険
料
を
だ
れ

か
負
担
し
て
い
た
か
に
よ
っ
’
、
、
相
続

税
か
贈
与
税
あ
る
い
は
所
得
税
の
課
税

対
象
に
な
り
ま
す
．

　
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
税
務
課
又
は

税
務
署
か
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
．
、

農
業
委
員
会
だ
よ
り

経
営
移
譲
年
金
と
は
⊥
山

囹
ど
ん
な
と
き
に
も
ら
え
る
の
か

　
①
農
業
者
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料

　
を
納
め
た
期
間
（
実
際
に
保
険
料
を

　
納
め
た
期
間
の
ほ
か
、
基
金
に
申
し

　
出
て
認
め
ら
れ
た
出
稼
ぎ
等
に
よ
る

　
詩
章
の
被
用
者
年
金
期
間
も
含
む
）

　
等
が
＝
疋
期
間
（
二
十
年
で
す
が
、

　
大
正
五
年
～
昭
和
九
年
生
ま
れ
の
人

　
は
、
そ
の
人
の
生
ま
れ
年
に
よ
り
五

　
年
か
ら
十
九
年
で
よ
い
）
以
上
あ
る

　
人
が
、
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
の
間

　
に
自
分
の
農
業
経
営
を
後
継
ぎ
や
他

　
の
農
家
な
ど
に
移
譲
し
た
場
合
に
、

　
終
身
も
ら
え
ま
す

※
　
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間
が

　
あ
り
、
前
述
の
一
定
期
間
に
果
た
な

　
い
人
は
、
経
営
移
譲
し
て
も
年
金
は

　
も
ら
え
ま
せ
ん
．
．

囹
い
っ
か
ら
も
ら
え
る
の
か

　
①
六
十
歳
に
な
る
ま
で
に
経
営
移
譲

　
を
し
た
人
に
つ
い
て
は
、
六
十
歳
に

　
達
し
た
日
（
六
十
歳
の
誕
生
日
の
前

　
日
）
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら

　
②
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
ま

　
で
の
間
に
経
営
移
譲
を
し
た
人
に
つ

　
い
て
は
、
そ
の
経
営
移
譲
が
終
っ
た

　
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
も
ら
え

　
る
．
※
病
気
又
は
負
傷
に
よ
り
＝
疋
の
障
害

　
の
状
態
に
あ
る
場
合
は
、
六
十
歳
前

　
で
も
も
ら
え
ま
す
。
六
十
五
歳
に
な

る
ま
で
に
経
営
移
譲
し
な
い
人
で
も

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
六
十

五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
る
農
業
者
老
齢

年
金
を
も
ら
え
ま
す
。

圏
保
険
料
を
納
め
た
期
間
別
の
年
金
額

　
を
掲
げ
る
と
次
表
の
よ
う
に
な
り
ま

　
す
。
　
（
昭
和
5
9
年
5
月
分
か
ら
の
ス

　
ラ
イ
ド
改
定
が
行
わ
れ
た
場
合
、
金

　
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
）

町報とうこう引

助
け
合
い
運
動
に

ご
協
力
を

　
昨
年
、
宮
崎
県
内
に
お
い
て
も
台
風

な
ど
に
よ
る
集
中
豪
雨
の
た
め
、
家
屋

の
侵
水
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た

　
日
本
赤
十
字
宮
崎
県
支
部
で
は
、
こ

れ
ら
の
被
災
者
に
対
し
て
毛
布
及
び
日

用
品
を
交
付
し
て
い
ま
す
．
　
「
夏
季
の

災
害
に
対
し
て
は
、
タ
オ
ル
ケ
ー
ト
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
タ
オ
ル
を
一
と
の
要
望

を
受
け
て
お
り
、
県
支
部
で
は
昭
和
五

二
・
へ
年
度
か
ら
新
た
に
タ
オ
ル
ケ
．
ト

な
ど
の
備
畜
を
始
め
て
い
ま
す
．

　
し
か
し
、
大
規
模
の
災
害
に
際
し
て

は
ま
だ
充
分
対
応
で
き
る
た
け
の
数
量

に
達
し
て
い
ま
せ
ん
．

　
日
赤
宮
崎
県
支
部
で
は
、
県
民
の
助

け
合
い
運
動
に
よ
り
、
各
家
庭
に
余
裕

の
あ
る
品
々
（
二
丁
ル
ケ
．
ト
・
バ
ス

タ
オ
ル
等
）
が
あ
れ
ば
｝
枚
で
も
多
く

提
供
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
呼
び
か
け

て
い
ま
す
．
、
是
非
ご
協
力
を
、

ハ
物
資
の
受
付
〉

　
　
町
役
場
住
民
課
（
福
祉
係
〉
又

　
　
は
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

保　険　料 60～64歳

65
歳　　以 降

納付済期間 軽営移譲年金
経営移譲年金 8桑者老齢年金 計

保険料納付済
9年の場合

　　　　円
T65，100

　　　円
T6，600

　　　　円
P00，500

　　　　円
P57，100

10年の場合 594，9⊃D 59，600 川．700 171，3自0

鵜馴年金
11年の場合

P2年の場合

524，a⊃D

U54，400

62，9⊃0

U5，500

122，900

P34，000

185，400

P99，500

13年の場合 684，100 68，珈 145，200 213，700

支給額（年●）
14年の場合

P5年の場合

713，900

V43，600

71．㎜

V4，500

156，400

P67．ヨ刃

227，㎜

Q42，000

20年の場含 892，300 89」00 Z23，400 312，㎜

25年の場合 1，115，400 111，700 279，200 390，900

30年の場合 1，338，500 134，㎜ 335，100 469，100



⑳町報とうこう

点

描

（35）

権
現
さ
ん
と

　
　
　
　
　
寺
原
家

　
山
陰
又
江
野
三
舟
旅
館
の
川
向
い
に

冠
岳
権
現
さ
ん
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
六

年
、
現
在
の
羽
坂
神
社
地
に
祭
神
を
移

し
、
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。

　
三
岳
権
現
さ
ん
は
、
木
造
本
殿
が
残

っ
て
い
る
だ
け
で
す
が
、
龍
の
調
刻
物

が
そ
の
ま
・
残
さ
れ
て
い
ま
す
．
．
大
変

立
派
な
貴
重
な
調
二
物
で
、
山
陰
神
社

の
濫
漫
像
と
共
に
、
町
文
化
財
と
し
て

永
久
に
保
存
し
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま

す　
　
冠
岳
権
現
さ
ん
の
起
り

　
こ
の
権
現
さ
ん
が
創
設
さ
れ
た
年
月

は
不
明
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
四
十
三

代
元
明
天
皇
、
四
十
四
代
元
正
天
皇
時

代
（
干
二
百
余
年
前
）
に
日
向
国
に
大

権
現
様
が
、
至
る
と
こ
ろ
に
鎭
座
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。
都
城
梶
山
権
現
、
都

井
大
納
権
現
、
北
方
滝
下
権
現
、
南
方

行
縢
権
現
、
南
郷
村
神
門
大
明
神
、
北

方
曽
木
権
現
、
そ
の
他
多
く
の
権
現
さ

ん
が
各
所
に
鎭
座
さ
れ
て
い
ま
す
．
．
こ

の
事
よ
り
冠
岳
権
現
も
こ
の
時
期
に
鎭

座
さ
れ
た
事
を
推
定
出
来
る
の
で
す
．

　
こ
の
権
現
さ
ん
は
、
神
社
記
録
に
よ

る
と
、
初
め
は
冠
岳
天
狗
岩
の
も
と
に

西
向
き
に
鎭
座
さ
れ
た
が
、
後
土
御
門

天
皇
文
明
年
間
（
約
五
〇
〇
年
前
）
冠

岳
権
現
山
に
遷
座
し
、
昭
和
六
年
羽
坂

に
遷
座
し
奉
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
初
め

に
天
狗
岩
に
て
西
向
き
に
鎭
座
と
あ
る

か
、
こ
れ
は
尾
鈴
権
現
を
対
象
と
し
た

と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら

想
像
す
る
と
、
尾
鈴
権
現
な
る
も
の
も

同
時
期
創
設
か
推
定
さ
れ
ま
す
．

　
　
守
護
神
主
と
寺
原
家

　
羽
坂
志
野
の
寺
原
新
蔵
家
に
、
貴
重

な
家
系
図
が
あ
り
ま
す
．
、
こ
の
家
系
図

に
よ
る
と
、
寺
原
家
は
大
友
宗
旨
の
家

来
大
将
の
子
孫
の
様
で
あ
り
ま
す
．
．
即

ち
、
文
禄
二
年
（
約
四
C
C
年
前
｝
豊

後
古
同
崎
落
城
の
時
父
隆
季
と
共
に
戦
場

を
の
が
れ
て
山
陰
村
に
蟄
居
し
、
そ
の

後
、
豊
臣
秀
吉
が
天
下
統
一
し
、
世
は

静
ま
っ
た
慶
長
五
年
（
約
三
八
○
年
前
）

神
職
と
成
り
大
権
現
を
守
護
す
る
様
に

な
っ
た
．
．
（
家
系
図
に
明
記
し
て
あ
る
｝

そ
の
時
の
神
主
と
言
わ
れ
る
人
が
、
等

差
　
寺
原
左
仲
で
あ
り
ま
す
．
．
引
続
き

寺
原
家
が
守
護
神
主
と
し
て
昭
和
六
年

羽
坂
神
社
遷
座
項
ま
で
奉
祀
し
た
様
で

あ
り
ま
す
．
、
天
文
十
八
年
（
約
四
四
〇
年

前
）
大
炊
左
右
衛
門
尉
重
罰
が
、
半
鐘

を
寄
進
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
現
在

県
及
び
町
文
化
財
指
定
を
受
け
寺
原
家
に

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
．
、
寺
原
の
姓
は
元

は
寺
沢
で
あ
っ
た
が
、
永
禄
六
年
（
約

四
二
C
年
前
）
大
友
、
．
幽
翠
の
戦
い
の

時
、
防
州
〔
山
口
県
｝
寺
原
峠
大
合
戦

の
戦
功
に
よ
っ
て
、
寺
原
氏
と
変
費
す

べ
し
と
記
し
て
あ
り
ま
す
．
．

　
　
　
　
　
　
　
（
系
図
の
中
よ
り
｝

　
終
り
に
権
現
さ
ん
は
大
変
な
荒
神
で

火
の
玉
・
風
の
神
・
雨
の
神
と
も
言
わ

れ
、
高
い
け
わ
し
い
山
’
缶
等
に
多
く
祀

ら
れ
る
神
様
の
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
．
．

　
　
　
　
　
（
柳
田
国
男
全
集
よ
り
）

　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
都
　
甲
　
鶴
　
男
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き
た
え
つ
つ
自
ら

伸
び
よ
う
青
少
年

　
八
月
六
日
に
、
町
青
少
年
健
全
育
成

町
民
会
議
が
開
催
さ
れ
、
昭
和
五
十
九

年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、
地
区
懇
談

会
、
読
書
の
奨
励
、
街
頭
指
導
な
ど
を

実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
．
、

＜
三
角
柱
を
設
置
し
青
少
年
の
健
全
育
成
を
呼
び
か
け
る
（
5
8
年
度
）

騰
翻鷺
のく護二
尉℃・
壷蟹纂

∠

牧
水
と
坪
谷
⑳

　
翌
未
明
、
山
陰
よ
り
叔
父
（
医
師
｝

来
り
、
富
高
よ
り
ま
た
医
師
来
ザ
、

遠
き
よ
り
姉
来
り
、
当
時
の
混
雑
た

だ
御
推
旦
里
に
任
せ
候
、
父
の
病
気
は

肺
炎
、
小
生
の
は
脳
炎
、
三
人
の
医

者
よ
り
命
名
せ
ら
れ
申
候
、
小
生
夢

中
に
呼
び
候
由
の
う
わ
ご
と
な
ど
、

あ
と
に
聞
か
さ
れ
て
独
り
暗
涙
の
禁

め
難
き
を
感
じ
申
し
候
．
臆
、
君
よ
、

春
江
兄
よ
、
病
と
い
ふ
も
の
、
た
だ

肉
体
の
細
胞
に
の
み
宿
る
べ
き
も
の

に
候
べ
き
や
．
．

　
然
れ
ど
余
は
幸
ひ
に
は
ま
た
健
か

な
る
を
得
申
し
候
、
．
天
来
若
き
身
の

骨
格
は
甚
だ
弱
か
ら
ず
、
ま
た
起
’
．

て
笑
ふ
べ
く
候
．
｝

明
治
四
十
年
の
夏
休
み

　
牧
水
は
六
月
二
十
二
日
、
友
人
二

人
と
共
に
東
京
を
立
っ
て
帰
省
の
途

に
着
き
ま
し
た
、
途
中
京
都
、
大
阪

な
ど
に
遊
び
、
友
と
別
れ
て
只
］
人

中
国
地
方
を
旅
し
て
、
七
月
十
四
日

夜
坪
谷
に
帰
省
し
ま
し
た
．
、

　
牧
水
は
、
七
月
二
十
二
日
頃
南
日

向
の
旅
に
立
ち
細
島
か
ら
汽
船
で
油

津
に
上
り
、
都
井
岬
に
遊
び
、
帰
途

二
戸
、
青
島
な
ど
を
尋
ね
て
帰
宅
し

ま
し
た
．
．

そ
の
際
の
作
歌

塩
　
月
　
儀
　
市

・
白
つ
ゆ
か
玉
か
か
と
も
見
よ
わ
だ

　
の
原
青
き
う
へ
ゆ
き
人
恋
る
身
を

　
　
　
　
　
　
ま
　
　
ま

・
わ
が
円
い
ま
自
由
な
れ
や
雲
は
照

　
り
潮
ひ
か
れ
る
帆
柱
の
か
げ

・
書
紀
樹
の
古
樹
を
想
へ
そ
の
葉
蔭

　
海
見
て
石
に
以
る
男
を
も

・
日
向
の
国
都
井
の
岬
の
思
潮
に
入

　
　
　
ぱ
な

　
り
ゆ
く
端
に
独
り
海
見
る

・
船
は
て
て
上
れ
る
国
は
満
天
の
星

　
く
ず
の
な
か
に
山
野
ひ
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
て
　
や

・
落
日
や
白
く
光
り
て
飛
魚
は
征
矢

　
降
る
ご
と
し
秋
風
の
海

　
八
月
十
日
延
岡
に
行
き
、
数
日
滞

在
し
㎡
、
旧
友
た
ち
を
訪
ね
た
．
「

　
八
月
二
十
八
日
、
帰
」
示
の
途
に
つ

い
た
．
．

　
牧
水
は
明
治
四
十
一
年
七
月
五
日

早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
、
約
二
ヶ
月

を
遊
び
暮
し
て
二
月
上
旬
に
疲
れ
は

て
う
ら
ふ
れ
は
て
て
帰
／
．
た
．
、
母
は

病
気
で
寝
込
ん
で
い
た
．

　
家
で
は
老
父
母
が
息
子
の
大
学
卒

業
に
大
き
な
期
待
を
し
げ
、
待
’
．
て
い

る
し
、
村
人
も
村
で
初
め
て
の
大
学

卒
業
を
眼
を
か
が
や
か
し
て
待
っ
て

い
た
．
そ
れ
に
反
し
た
牧
水
の
姿
は

父
母
を
落
胆
さ
せ
、
村
人
は
冷
眼
で

迎
え
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
｝

町報とうごう（7）

大切にしたい幼児期

家庭教育巡回面接相談

　
去
る
、
七
月
二
十
七
日
、
町
中
央
公

民
館
に
お
い
て
、
県
教
育
委
貝
会
主
催

の
家
庭
教
育
（
幼
児
期
）
相
談
事
業
巡

回
面
接
相
談
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
幼
児
期
に
お
け
る
家

庭
教
育
上
の
個
々
の
問
題
に
つ
い
て
学

習
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
県
中
央

児
童
相
談
所
・
林
田
勇
蔵
所
長
、
延
岡

児
童
相
談
所
・
加
藤
輝
夫
所
長
の
二
名

の
講
師
を
招
き
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
当
日
は
、
町
内
の
幼
稚
園
・
保
育
所

に
園
児
を
持
つ
母
親
二
十
八
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
教
育
・
心
理
と
二
つ
の
分

科
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
出

し
な
が
ら
、
そ
の
「
つ
】
つ
に
つ
い
て

悩
み
を
解
決
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
，

　
例
え
ば
、
子
ど
も
の
小
遣
い
は
い
く

ら
ぐ
ら
い
与
え
る
の
が
適
当
か
。
幼
児

の
瓜
か
み
は
気
に
し
な
く
て
よ
い
か
．
．

兄
弟
ゲ
ン
カ
は
．
、
文
字
は
何
歳
ぐ
ら
い

か
ら
教
え
た
ら
よ
い
か
。
日
頃
の
悩
み
、

日
常
生
活
で
考
え
た
こ
と
な
ど
質
問
が

続
出
し
ま
し
た
．
．
ま
た
、
個
人
相
談
の

方
に
も
、
納
得
の
ゆ
く
ま
で
相
談
に
応

じ
て
い
ま
し
た
．
．

　
相
談
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
「
今

後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
も
っ
て
欲
し

い
一
と
の
要
望
が
山
山
さ
れ
、
幼
児
教
育
に

対
す
る
高
い
関
心
が
同
わ
れ
ま
し
た

＜
質
問
が
続
出
し
た
教
育
相
談
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シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
〃

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
あ
な
た
を
交
通

事
故
か
ら
守
る
ば
か
り
で
な
く
、
安
全

運
転
の
「
あ
か
し
」
で
も
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
日
本
一

を
目
ざ
し
て
運
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
当
駐
在
所
に
お
い
て
は
、
官
公
署

事
業
所
を
対
象
に
着
用
の
指
導
と
調
査

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の
着

用
率
は
ず
い
ぶ
ん
向
上
し
て
き
ま
し
た
，

　
着
用
重
罪
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
事

業
所
は
七
事
業
所
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

他
の
事
業
所
に
つ
い
て
も
、
今
後
指
導

・
調
査
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
八
月
二
日
に
東
郷
病
院
前
で
実
施
し

た
調
査
で
は
六
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、

ま
た
、
A
コ
ー
プ
に
来
る
客
の
調
査
で

は
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
前
後
し
て
い
る

状
況
で
す
。
運
転
者
も
同
乗
者
も
シ
i

ー
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

悪
徳
業
者
に
ご
注
意

　
最
近
、
県
内
で
消
火
器
販
売
の
悪
徳

業
者
が
横
行
し
て
い
る
よ
う
で
す
．

　
「
取
り
付
け
な
い
と
い
か
ん
．
」
「
期

限
が
き
て
い
る
の
で
取
替
え
な
さ
い
，
」

な
ど
と
、
い
か
に
も
消
防
職
貝
で
あ
る

か
の
よ
う
に
装
っ
て
売
り
つ
け
て
き
ま

す
。　
町
内
で
も
、
こ
の
よ
う
な
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う

な
業
者
が
来
た
と
き
は
き
っ
ぱ
り
断
り

駐
在
所
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
ト
イ
レ
の
脱
臭
用
換
気

扇
な
ど
の
販
売
に
来
る
業
者
が
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

宮
崎
県
職
員
採
用

　
　
　
　
試
験
の
案
内

　
宮
崎
県
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を

募
集
し
イ
、
い
ま
す
．

▼
受
付
期
間
9
月
－
日
～
9
月
2
0
日

▼
試
験
の
種
類
、
採
用
．
†
定
人
員

　
↓
初
級
　
］
般
事
務
（
A
｝
7
名
、
同

　
〔
B
｝
1
8
名
、
電
気
1
名
、
土
木
3
名

　
建
築
1
名
、
水
産
1
名
、
農
業
土
木

　
2
名
、
林
業
2
名

②
交
通
巡
視
員
5
名

　
②
保
健
婦
－
名

　
④
看
護
婦
（
士
）
5
0
名

▼
受
験
資
格
〔
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
｝

　
↓
初
級
昭
和
3
8
年
4
月
2
日
～
昭

　
和
4
2
年
4
月
1
日
差

　
②
交
通
巡
視
貝
　
昭
和
3
4
年
4
月
2

　
日
～
昭
和
4
2
年
4
月
－
日
生

　
亀
保
健
婦
　
昭
和
3
0
年
4
月
2
日
～

　
昭
和
3
8
年
4
月
1
日
生
で
保
健
婦
の

　
免
許
を
有
す
る
者
、
又
は
第
6
8
回
忌

　
健
婦
国
家
試
験
に
合
格
し
、
当
該
免

　
許
を
取
得
見
込
の
者

　
④
看
護
婦
（
士
）
　
昭
和
3
2
年
4
月
2

　
日
～
昭
和
4
0
年
4
月
1
日
生
で
看
護

　
婦
（
士
）
の
免
許
を
有
す
る
者
又
は
第

　
6
9
回
看
護
婦
国
家
試
験
に
合
格
し
、

　
当
該
免
許
を
取
得
見
込
の
者

　
そ
の
他
受
験
手
続
等
詳
し
く
は
宮
崎

県
人
事
・
委
ロ
貝
ム
ニ
へ
お
4
寺
ね
く
だ
ざ
、
い
．
、

　
電
話
C
九
八
五
　
・
二
四
．
．
一
一
一
一

警
察
官
採
用
試
験
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
案
内

▼
受
験
期
間
　
9
月
－
日
一
9
月
2
0
日

▼
採
用
予
定
人
員
　
宮
崎
県
2
0
名
、
埼

　
玉
、
大
阪
な
ど
九
都
府
県
で
2
9
名

▼
受
験
資
格
　
昭
和
3
2
年
4
月
2
日
～

　
昭
和
4
2
年
4
月
1
日
生
の
男
r

　
そ
の
他
受
験
手
続
等
詳
し
く
は
、
山
陰
、

坪
．
谷
…
の
ん
合
駐
』
仕
所
．
へ
お
」
好
ね
／
＼
だ
ざ
、
い
．
．

〈理解

〈利用

一
し
　
　
■
し

正

正

　
　
　
コ

た
裟
，

露
・　　　　いひ《第や

　　　　二Ωを

し
削

9月9日は

　　救急の日

薩

輪O
所

★
お
わ
び
★

　
8
月
号
町
報
で
農
業
委
員
会
委
員
の

中
野
正
巳
さ
ん
の
年
齢
は
、
六
十
歳
の

誤
り
で
し
た
．
、
訂
正
し
お
わ
び
い
た
し

ま
す
．
、



（8）

町報とつごっ

おしらせ

賂

覧

牧
　
水
　
祭

　
牧
水
生
誕
百
年
差
来
年
に
控
え
、
ヘ
ー

年
も
次
の
と
お
り
牧
水
祭
が
開
催
さ
れ

ま
す

　
中
ヨ
目
口
弓
一
記
与
心
当
施
演
植
守
．
†
肖
止
曇
、
れ
〆
、
い

ま
す
の
で
町
民
多
数
の
参
列
を
い
た
だ

く
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
．

▼
期
日
　
9
月
1
7
日
〔
月
〕

▼
受
付
　
9
時
加
．
分
～
P
時

▼
歌
碑
祭
式
典
　
P
時
～
P
時
3
0
分

▼
短
歌
会
　
1
0
時
⑳
分
～
1
1
時

▼
記
念
講
演
　
1
1
時
川
分
～
1
2
時

　
　
　
講
師
　
塩
月
儀
市
先
生

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
国
鉄
・
電
々

公
社
な
ど
の
仕
事
、
県
や
町
の
仕
事
に

対
す
る
苫
情
・
要
望
な
ど
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
．
当
日
以
外
は
自
宅
で
受
付

け
て
い
ま
す
ど
ん
な
こ
と
で
も
遠
慮

（
仏
／
＼
ご
相
談
く
だ
歯
こ
い
．

▽
日
時
9
〔
1
8
日
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
　
東
郷
町
医
深

行
政
相
談
委
員
　
山
口
俊
一

心
配
ご
と
相
談

　
次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
が
実
施

さ
れ
ま
す
．
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な

ど
ど
ん
な
こ
と
で
も
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
員
〔
民
生
委

員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎
週
火
曜

日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅
で
開
設
し

て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ

▽
日
時
9
月
1
8
日
9
時
～
1
5
時

置
場
所
　
老
入
福
祉
館

一
般
健
康
相
談

▽
期
日

▽
場
所

▽
受
付

▽
対
象

▽
内
容

9
月
”
百

老
人
福
祉
館

9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

町
内
全
域
の
4
0
歳
以
上
の
男

女検
尿
・
血
圧
測
定
・
保
健
指

導
な
ど

母
子
健
康
相
談

▽
期
日

▽
場
所

▽
受
付

▽
対
象

9
月
2
6
日

中
央
公
民
館

9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
．
分

妊
婦
及
び
乳
児
〔
3
・
6
・

12

膜
試
凵
j

※
母
子
手
帳
を
忘
れ
ず
に
ノ
．

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
投
与

　
．
ホ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
投
与
か
次
の
と
お

り
実
施
さ
れ
ま
す
．
．

◎
該
当
者
　
生
後
1
8
ヶ
月
～
3
6
ヶ
月
児

　
　
（
た
だ
し
、
3
6
ヶ
月
～
7
2
ヶ
月
児

　
　
で
未
接
種
者
も
含
む
）

◎
受
診
上
の
注
意

　
次
に
該
当
す
る
者
は
接
種
で
き
ま
せ

　
ん
．
．

　
　
①
他
の
予
防
接
種
（
B
C
G
・
水

　
　
痘
・
お
た
ふ
く
風
な
ど
）
の
接
種

　
　
か
ら
｝
ヶ
月
が
過
ぎ
な
い
者

　
　
②
卵
、
鶏
肉
な
ど
に
ア
レ
ル
ギ
ー

　
　
の
あ
る
者

　
　
⑥
体
調
不
良
の
も
の
（
風
邪
、
発

　
　
熱
、
下
痢
な
ど
）

　
　
↓
一
年
以
内
に
け
い
れ
ん
を
起
こ

　
　
し
た
者

◎
日
程

9月20日

・月19日1・月18日噛　　　；　　　　　　　　　　　　　　1

鶴野重野野福
�E原内田瀬
熕¥・…
@坂田八迫小

下谷仲
n　・深
�z　・

@表面

寺
迫

該
当
地
区

14：00～

@15：00

13：40～

@14：10

14：00～

@14：30

百
萬

中央公民館
坪谷
@保育所

寺迫
@公民館

場
所

羽
坂
不
燃
物
処
理
場
の

　
　
　
　
　
　
　
利
　
用

　
羽
坂
不
燃
物
処
理
場
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
六
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

し
た
が
、
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
月
一

回
開
放
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
開
放
日
以
外
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
必
ず
開
放
日
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。O
開
放
日
　
毎
月
第
三
日
曜
日

O
時
間
8
時
3
0
分
～
1
7
時
ま
で

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
に
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
八
重
原
の
安
岡
フ
ク
ノ
さ
ん
か
ら

　
（
二
三
四
さ
ん
・
7
8
歳
ご
死
去
）

◎
仲
深
の
那
須
誠
さ
ん
か
ら

　
（
ワ
カ
ヱ
さ
ん
・
7
4
歳
ご
死
去
）

一まちのうごき一
人口　6，380人（一15）

3，063人（＋2）

3，317人（一17）

男
　
女

1，768戸（一1）世帯

59年8月1日現在

（〉は対前月比

ワ

乙邑

零
墾

七
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

寺塩樋畝黒川酒 赤

鷹額歪越誌 ㌃
誘

裕紀己弘保望史 名

治雅一　　　　佳 父

勝　　　　　誠昇 の

孝一男　　　紀 名

坪福寺小寺福福 住
野

谷1頼迫田迫瀬瀬 所

結
婚
お
め
で
と
う

美

咲

代博 覧

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

主
　
所

日
向
市

小
野
田

氏
　
　
名

重
焼
ケ
サ

那
須
ワ
カ
エ

近
藤
チ
ア
キ

志
田
ブ
イ

鶴
野
内

今
月
の
縞
二
等

国
民
健
康
保
険
税
四
期

水
稲
共
済
掛
金
三
期

家
畜
共
済
掛
金


	健康で安らかな生活を９月１５日は敬老の日

	省力化で増収をめざす－水稲の土中じかまき栽培

	ねたきり老人短期保護事業
	ともに明るい会社を－精神薄弱者愛護月間

	地震災害に備えよう

	“捨てないで”使用済乾電池

	税あれこれ－生命保険と税金 
	助け合い運動にご協力を
	経営移譲年金とは－
	きたえつつ自ら伸びよう青少年
	大切にしたい幼児期－家庭教育巡回面接相談

	シートベルトの着用を!!


